
　日頃の運動不足解消と健康づくりを目指して、滋賀県主催の「琵

琶湖一周健康ウオーキング」に挑戦しています。１回あたり約20㎞

の行程で13回、琵琶湖一周約250㎞を１年かけて踏破するもので

す。遠方からの参加者やリピーターも多く、ウオーカー同士の交流

が広がることも楽しみの一つです。

　時速５㎞の“ゆっくり”した速度で歩いてみると、季節や時間ごとに

表情を変える琵琶湖や町並みの美しさ、知られざる歴史建造物に加

え、豊かな自然の中で息づく人々の暮らしなど、車窓からでは気づか

ない湖国の素晴らしさを改めて感じることができます。

　本年４月、日本各地の文化や伝統を国内外に発信しようと文化庁が

新設した「日本遺産」に、「琵琶湖とその水辺景観̶祈りと暮らしの水

遺産」が選ばれました。県と大津、彦根、近江八幡、高島、東近江、米原の

６市に伝わる文化財や伝統行事、風習21件で構成され、地元住民が守

り、伝えてきた文化的景観と暮らし、食文化などが評価されたものです。

　滋賀県には魅力溢れる地域資源が数多く存在しますが、日経リ

サーチ社の「地域ブランド戦略サーベイ2013」によると、その知名

度は全国37位（同率最下位）に甘んじており、「琵琶湖県」や「近江

県」への改名を、との議論も起こっています。しかし、滋賀県のブラ

ンド力を高めるには、何よりも私たち自身が“地域の宝”を知り、伝

え続ける努力が大切です。

　世間の喧騒から離れ、ココロとカラダの健康につなげる「ゆっく

り・ツーリズム」で、さらなる地域の魅力を発見し、その魅力を国内

外に発信することで、微力ながら滋賀の観光振興に努めていきた

い、と考える次第です。
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　当行は６月17日、お取引先の事業者さま向けに「マイナ

ンバー制度セミナー」を初めて開催し、約100名にご参加

いただきました。

　今年10月から通知が開始され、来年１月から本格的な

運用がスタートするマイナンバー制度は、住民票を有する

全ての方に１人一つの番号を付して、社会保障、税、災害

対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関に存在

する個人の情報が同一人の情報であることを確認するた

めに活用されるものです。

　本セミナーでは、富士通株式会社から講師をお迎えし、

法人におけるマイナンバー制度への対応について、制度導

入による影響や必要となる対応、今後の進め方などの最

新情報を解説いただきました。

　ご来場のお客さまからは「マイナンバー制度への対応の

参考になった」「制度導入への課題が明確になった」との

感想が寄せられました。

　当行は、今後もセミナー等を通じて、お客さまに役立つ

情報の提供を行ってまいります。

着眼大局
イチ押し！イチ押し！

滋賀銀行 専務取締役  奥  博

「ゆっくり・ツーリズム」

「マイナンバー制度セミナー」を初開催

除菌・消臭剤に革命を起こす！
「アクアウィッシュ」

■本社／滋賀県彦根市京町3-3-22　■設立／2015（平成27）年
■代表／林 芳樹　■従業員数／８名
■事業内容／洗浄水、洗浄剤及び、それに付帯する商品の企画、製造、販売業。
　洗浄水、洗浄剤のフランチャイズズチェーンの加盟店募集及び加盟店の
　指導業務。
■問い合わせ先／TEL：0749-30-9955
■URL／http://fine-labo.jp/index.html

会社DATA 株式会社ファイン・ラボ

熱心に耳を傾ける参加者

　今年１月に創業した株式会社ファイン・ラボ。そんな創業間もない
会社の主力商品が、除菌・消臭剤に革命を起こす！と宣言する「アクア
ウィッシュ」だ。
　「アクアウィッシュ」は食塩水を電気分解して生成される電解水の
一種で、PH値が中性の中性電解次亜水。水と食塩しか使用せず、化学
薬品等の添加物も使用していないので安心・安全だ。
　その特長は、中性でありながら、アルコールや次亜塩素酸ナトリウ
ムに匹敵する除菌力があり、多くの菌体からノロウイルスまで除菌で
きることが確認されている。さらに優れているのは消臭力。臭いの元
になる原因物質の細胞膜の内側から分解することで短時間に消臭効

果を発揮する。
　電解水に除菌力や消臭効果があることは、以前から知られていた
が、長期間保存することが難しく、使用するには電解水の製造装置を
導入する必要があった。しかし、ファイン・ラボはこの問題を解決し、一
気に注目されるようになった。
　口に入れても安全で手荒れの心配もないため、その用途は、高齢者
福祉施設や幼児施設のカーテンや手すりなどの衛生管理をはじめ、
喫煙所での消臭、家庭内での生野菜の除菌や鮮度保持、キッチン用
品の除菌消臭などと幅広い。他にも食品加工・飲食店・サービス業な
ど様々な場所での衛生管理にと、期待されている。

　経済センサスは、日本国内すべての事業所および企業を対象とした
統計調査であり、「経済の国勢調査」ともいわれる。滋賀県公表の2014
年結果（速報）によると、県内の民営事業所数※1は５万8,936事業所で、
前回12年調査比＋1.5％。従業者数※2は61万7,761人で同＋4.6％と、
いずれも全国平均（順に＋0.7％、＋3.9％）を上回って増加に転じた。
　産業別に割合をみると、事業所数では「卸売業、小売業」が24.7％
と最も高いものの、従業者数では「製造業」（27.4％）がトップ。全国
平均（15.7％）を大きく上回り、県内総生産における第２次産業の割
合が全国第１位という滋賀の特徴を裏付ける結果となった。
　産業別で前回と比較すると、事業所数では「医療、福祉」が646事業
所増（＋18.6％）、事業所数で最多の「卸売業、小売業」も265事業所増
（＋2.0％）となった。従業者数でも「医療、福祉」が１万2,692人増（＋21.6％）
と大きく増加し、「卸売業、小売業」も7,849人増（＋7.0％）となった。
　景気の回復基調が背景とみられる全体的な増加の中、医療・福祉
分野の大きな伸びは高齢化の進展が大きく影響したものと思われ
る。引き続き今後の動向に注目したい。

（株）しがぎん経済文化センター 長山 真由美

県内データ
あれこれ

2014年経済センサス
̶基礎調査結果（速報）

県内の民営事業所、従業者が増加
医療・福祉の伸び大きく

※1：調査対象事業所から「国・地方公共団体の事業所」を除いた集計　※２：事業内容等不詳を除いた事業所を対象に集計
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滋賀県の事業所と従業者の増減数
①農林漁業　②鉱業，採石業，砂利採取業　③建設業　④製造業　⑤電気・ガス・熱供給・水道業
⑥情報通信業　⑦運輸業，郵便業　⑧卸売業，小売業　⑨金融業，保険業　⑩不動産業，物品賃貸業
⑪学術研究，専門・技術サービス業　⑫宿泊業，飲食サービス業　⑬生活関連サービス業，娯楽業
⑭教育，学習支援業 ⑮医療，福祉　⑯複合サービス事業　⑰サービス業（他に分類されないもの）

①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪　⑫　⑬　⑭　⑮　⑯　⑰

事業所増減数（前回12年調査比較）

従業者増減数（前回12年調査比較）
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